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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  あいにくリラ冷えの雨と

なった２７日（土）午後４時

から副都心新札幌にある「新

さっぽろアークシティホテ

ル」を会場に２０１７年度の

標記理事会・代議員会が南は

鹿児島から北は稚内までの地

区支部役員と高校、短大、大

学の単位同窓会役員総勢５６

名の出席により開催された。

また総会途中において竹花一

成学長からのご挨拶も頂戴した。 

 会議に先立ち、小山会長の開会挨拶後、前年

度にご逝去された同窓生や恩師、特に昨年８月

にご逝去された高橋節郎元会長、４月２４日に

急逝された立原英夫中国地区会長等への黙祷が

行なわれた。理事会・代議員会の成立要件の確

認後、議長に南繁氏、議事録署名人に加藤浩

氏、川端幸枝氏を選出した。南議長の運営によ

り議事を進行した。  

 報告事項では１）２０１６年度事業報告並びに収

支決算について。事務局から事業報告、決算報告

ののち、菊池監事から監査報告をいただいた。報

告事項では、滋賀県支部設立や熊本地震お見舞い

募金、台風１０号へのカンパ金や後援会への寄付

金等についても紹介した。２）各単位同窓会・地

区支部活動報告については各地区会長や単位同窓

会長等からそれぞれの地区や単位同窓会の活動内

容が報告された。 （４頁に続く） 
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２０１６年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５８５名 

 大   学 計   ２９，４１５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，７９６名 

 合 計 計   ６０，２８３名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５２，５８名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（１) 

酪農学園同窓会 理事会代議員会報告  



関東甲信越区神奈川支部総会報告  

 2016年6月4日午前11時から横浜西口の「煌蘭」におい

て神奈川県支部第16回定期総会が開催された。出席者は神

奈川県支部会員14名、関東地区6名、学園役員2名、講師の

高橋直樹氏の23名。学園からは加藤清雄酪農学園同窓会副

会長、高澤靖酪農学園東京オフィス所長に参加いただいた。 

 総会は岩寺伸節事務局長の司会で進行し、作田昌彦支部長

の歓迎のご挨拶のあと、議案が審議された。第一号議案とし

て支部活動経過報告、平成28年度収支決算報告・会計監査

報告が行われ拍手で承認された。第二号議案として平成29

年度事業計画（案）および予算（案）が審議され、承認され

た。第三号議案では役員一部改選行われ、作田支部長のも

と、理事に石田陽一氏が新任された。 

 総会閉会後、加藤清雄酪農学園同窓会副会長からご挨拶を

頂いた。 

 講演では一般財団法人石炭エネルギーセンター高橋直樹氏

（元酪農学園国際交流課長）がテーマ「私の酪農学園 ビ

フォー・アフター」と題して約45分講演した。 

 東アフリカでの国際協力活動の経験から、アフリカの現実

と国際協力活動の内容についてクイズ形式で楽しく、分かり

やすく紹介していただきました。また、酪農学園大学の学生

が国際協力活動に多く参加しているという事実もお話いただ

きました。 

 そして、最後には専門であります、地球温暖化と世界エネ

ルギーの現在と未来について講演をしていただきました。 

 公演後の懇談会は監事の早田俊輔氏の司会で進行し、高澤

所長から挨拶が行われた。その後、関東同窓会会長の岡田勉

氏の発声でタカナシ乳業の4％牛乳で乾杯した。 

 歓談の中、千葉県支部長の唐仁原景昭氏、東京都支部長の

須田利明氏、埼玉県支

部長の廣間善之氏にご

挨拶を頂いた。関東甲

信越同窓会副会長の後

藤久雄から中締めが行

われ、監事の早田俊輔

氏の閉会挨拶でお開き

となった。（文責  

作田昌彦）  

 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

関東甲信越地区総会＆交流会報告 

 2017年5月14日（日）午後２時から箱根の強羅静雲荘を会場

に平成２９年度酪農学園同窓会関東甲信越地区総会および交流会

が開催された。総会には関東甲信越地区の支部長や事務局等の役

員２６名と本学から谷山弘行理事長、近雅宣常務、講師の吉田磨

准教授、同窓会から加藤清雄副会長、浦川が出席し、総勢３１名

となった。  

 総会は小宮俱子事務局長の進行で行なわれ、最初に岡田勉会長

のご挨拶が行われた。来賓紹介のあと議長選出が行われ岡田会長

を議長に選出した。総会議事では第１号議案として①平成２８年

度の上期下期の事業報告が小宮事務局長から報告された。②平成

２８年度決算報告は作田昌彦会計、監査報告は平岡征雄監事から

それぞれ報告され、支部からの年会費収納で多少の差額が生じた

ことが述べられ、拍手で承認された。 
 第２号議案として①平成２９年度事業計画案が同じく事務局か

ら報告され、原案に７月１５日に千葉県支部総会が追加された。

②平成２９年度予算案が会計から報告され、それぞれ拍手で承認

された。 その他では４月２１日（金）に開催された酪農学園同

窓会理事会の概要報告が岡田議長から行なわれた。小宮事務局長

の閉会の挨拶で総会を無事終了した 。 

 引き続き来賓挨拶が行われ、加藤清雄副会長、浦川、高澤靖東

京オフィス所長がそれぞれ組織の現況を紹介した。休憩を挟んで

３時から講演が同会場で行なわれた。  

 講演テーマは「地域産業と自然環境の共生」、講師は本学農食

環境学群環境共生学類 吉田磨准教授。 

 先生はスライドを用いて、洞爺湖、浜頓別、宮島沼等の研究

フィールドでの取組を環境と産業との共生を中心に紹介しなが

ら、気候変動問題や海洋地球研究船「みらい」での調査内容等を

わかりやすく説明していただいた。また学生と一緒に栽培したお

米や花畑牧場の生キャラメルの差し入れ等もいただき、大変有意

義な講演であっという間に持ち時間が超過した感がありました。

講演会終了後には、記念撮影が行われ散会となった。 

 交流会は６時から別会場で開催され、後藤久雄副会長の挨拶で

開会し、谷山理事長や近常務から学園の現況等のご挨拶を頂戴

し、理事長の乾杯により懇親会が開催された。最後は田中道明氏

の３本締めで閉会となりました。交流会では舞踊もご披露いただ

き、大変和やかな会となりました。終了後も監事部屋で懇談が続

いていました。  
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関東甲信越地区埼玉県支部総会報告  

 埼玉県支部では、６月11日（日）午前11時から例年通り

さいたま市の「別所沼会館」で第22回目となる総会を開催

しましたので、その内容をご報告いたします。 

 総会では、佐々木副支部長が総合司会を担当し、議長には

会則により廣間支部長、書記に金子理事が選出され、議題の

審議に入り、第1号議案として報告事項（平成28年度事業

報告、決算報告・監査報告）、第2号議案として計画案（平

成29年度事業計画案、予算案）、第3号議案は役員一部改

正の件、の3議案の審議をしました。役員人事では、新たに

2名『内田英治氏（酪農Ｓ57年卒）、槙野秀美氏（農経Ｓ

46年卒）』が理事に新任されました。その他全ての提出議

案が原案通り満場一致で承認され、第22回目の総会は無事

終了いたしました。 

 続いて来賓挨拶に移り、最初に小山久一会長からは、「同

窓会だより」の発行を費用の関係上縮小して、代わりにホー

ムページを充実していくこと、ホームカミングデーにぜひ出

席をして頂きたいこと、信頼される同窓会にしていきたい等

の話があり、竹花学長からは、一卒業生としてみて先生はど

うあるべきか、北海道における学園の立ち位置から見た学園

経営の重要性等から学長としての大学経営の決意を語られま

した。最後に榮校長から、今年の入学者数は246名と減少

したこと、その中で通信制課程は漸増傾向にあり、さらに充

実していくこと、子供の減少に対しての改革改善に努めてい

ること等の挨拶がありました。  

 講演会では、講師に現東京医療学院大学学部長の加藤昌克

（酪農Ｓ45年卒）先生がテーマ「私が神経細胞から学んだ

ことー1966年酪農学園大学から2017年まで」でお話をし

て頂きました。先生は、酪農学科を卒業後数年して宇都宮大

学で家畜心電図の研究を行い、研究者人生を歩むことを決意

し、そこで医学博士を取得し、その後神経細胞の研究、成長

ホルモン分泌調節の研究を経て、ＧｎＲＨニューロンの細胞

生理学の研究を行っているとのことです。神経細胞について

新たな知識を得ることができました。  

 その後懇親会に移り、金子理事の司会で、後藤顧問の歓迎

の挨拶に続いて関東甲信越地区大津副会長（会長代理）の挨

拶があり、吉田理事の乾杯音頭にて和やかな懇親に入りまし

た。懇親中に関東各支部長（代理を含む）のご挨拶や各地区

から参加された同窓生の挨拶、出席者全員からの現況報告が

あり、最後に酪農讃歌を榮校長の指揮で声高らかに合唱し、

新任の内田理事の中締めにて散会しました。 

           （文責 事務局長 渡会福次郎）  

大学校友会理事・代議員会報告  

去る５月１９日（金）午後６時から新さっぽろアークシティ

ホテルを会場に２０１７年度の理事・代議員会が開催され

た。出席理事・代議員は２０名。 

 加藤清雄事務局長の司会で進行し、小山久一会長のご挨拶

で開会した。成立要件の確認、議長選出等が行なわれ、議長

に小山会長、議事録署名人には佐藤元昭氏、野英二氏をそれ

ぞれ選出した。 

 第１号議案の２０１６年度事業報告並びに収支決算、監査

結果については事務局および野上監事から報告され、承認さ

れた。第２号議案の２０１７年度事業計画(案)並びに収支予

算(案)について事務局から説明し、原案を承認いただいた

が、多少の調整要望や意見があった。  

 第３号議案では新たな事業として周年同期会、退職記念祝

賀会に対する助成金について審議された。２号議案の予算案

との関係上、予算審議と合わせて提案され、承認された。な

お、助成金規程は施行日を２９年５月１９日として承認され

たが、条文（第２条、第４条）の一部が修正された。 

 そのほかでは次年度の役員改選期に獣医保健看護学類卒業

生１期、２期から各１名の役員を選出することが提案され、

承認された。 

 連絡事項として「第２６回ホームカミングデー」のチラシ

により、９月９日に北村直人氏（獣医４期）を講師に実施す

ることが報告され、参加呼びかけが行なわれた。その後、小

山会長の閉会の挨拶により理事・代議員会を終了した。 

 総会後は、別会場に移動して懇親会が開催され、出席者の

近況報告等も交えて和やかな懇談の場となった。  

  

地区支部・単位同窓会 紹介コーナー            



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

                     酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

 

 あ と が き 

 

 先週末、あいにくの雨の中、北海道の初夏の風物詩のヨサコイ

ソーラン祭が行なわれた。リラ冷えのこの季節は蝦夷梅雨とも呼ば

れ、最近天候不順が多い。 

 酪農学園同窓会も代議員総会が終わり、全国各地で地区支部総会

等の開催が予定され、左記のとおり７月末まではほとんど毎週スケ

ジュールが入っている状態である。 

 全国１２地区７２支部が組織化され、同窓会活動の内実が高まれ

ば母校支援の一助となることと確信している。 

 これから７月始めには白樺祭（大学祭）が開催されます。今年も

同窓生会館で「健土健民」をテーマにした学生企画が開催されます

のでご参加いただければ幸いです。 

 ９月９日に予定されているホームカミングデーに向けて今年度は

大学校友会で周年同期会の企画も動き出します。 

 ホームカミングデーの詳細は７月発行の「学園だより」に同封の

「酪農学園同窓会だより」でお知らせします。今年度の講演講師は

大学獣医学科４期生の北村直人氏(日本獣医師会顧問）にお願いして

おります。 テーマは「大切なのは記録と検証」 

             -酪農学園での獣医療倫理と動物福祉-  

  

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

 6月 

 24日（土） 九州地区福岡県支部総会（博多） 

 25日（日） 緑風会近畿地区総会（神戸） 

 25日（日） 九州地区総会 （博多） 

 

７月 

 １日（土） 四国地区高知県支部総会（高知） 

 ８、９日  白樺祭（大学祭） 

 ９日（日） 酪小獣東北総会研修会（福島） 

   ９日（日） 九州地区長崎県支部総会（佐世保） 

１５日（土） 関東甲信越地区千葉県支部総会（千葉） 

２２日（土） 関東甲信越地区東京都支部総会（東京） 

２３日（日） 関東甲信越地区山梨県支部総会（甲府） 

２９日（土） 関東甲信越地区新潟県支部総会（新潟） 

酪農学園同窓会は卒業生を応援します 
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〇心田を耕せ－黒澤酉蔵翁・遺訓－（小冊子） 

  仙北富志和 編著 酪農学園後援会発行 

  74p  19cm  2017.6 

    このたび仙北富志和学園長編著のよる黒澤翁の遺訓集

が出版されました。（内容は第１章は「酪農人生」－あ

れこれー 第２章 希望への灯-「酪青研」への期待 

黒澤翁の業績

（抄）） 

入手をご希望は１

４０円切手を同封

のうえ、上記まで

郵送でお申込願い

ます。  

 審議事項では１）２０１７年度事業計画並びに収支予算案が提案

され、拍手で承認された。 

 ２）その他では任期途中での役員等の交代について提案され、原

案が承認された。今回、堀内副会長が辞任し、黒澤敬三氏が後任に

就任した。また九州地区会長が古賀友英氏から樺木野昂氏に交代し

た。その後、(仮称)関西事務所の件ではかなりの時間をかけて質疑

応答が行なわれた。最後に議長解任のあと、岡田副会長の閉会挨拶

が行われ総会を閉会した。 

  次に出席者全員により集合写真撮影が同会場において行われ

た。 

 その後の懇親会では浅野政輝副会長の司会で進められ、最初に小

山会長からお礼の挨拶が述べられた。来賓祝辞では谷山理事長から

同窓会への謝意のご挨拶、近常務理事からの乾杯のご発声により祝

会が始められた。祝会では榮校

長、永田後援会常務からそれぞ

れ祝辞が述べられた。 

 その後、和気藹々の懇談のの

ち、今回、勇退される古賀友英

前九州地区会長からのご挨拶、

続いて堀内信良前副会長からご

挨拶を兼ねた締めの乾杯が行わ

れ、懇親会を終了した。  
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